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ひとり親家庭移住定住お試しツアー 考察 

 

小県郡 青木村 

 

１．青木村の概要 

 ・人口 4,345 人 

 ・戸数 1,750 戸 

 ・I ターン 約 110 戸（内ひとり親 2 戸） 定年後の移住が多い。 

 ・関東圏が中心（例外 広島、京都） 

 ・村民は移住者を温かく迎えている。 

   I ターン 8 年目で、民生児童委員会会長 

   I ターン 11 年目でソフトボール連盟会長 

 ・消滅候補都市ではない。 

 ・人口 自然増減はマイナス 社会動態はプラス（7～8 人／年） 

 ・村営住宅 98 戸 他に教職員住宅 5 戸 常に 1～2 戸は空いている。 

 ・村の地方創生総合戦略の旗印－小学 1 年から中学 3 年まで各学年 2 学級に。 

  （現在、半分の学年は 1 学級） 

 

２．ツアー参加申込書（事前）に記入された参加者の思い 

 ・義務教育の充実。 

 ・ひとり親での子育て特有の苦労を援助してほしい。 

 ・子供が田舎好き。 

 ・子供を自然の中でゆったり過ごさせたい。 

・子供のいじめから逃げたい。 

 ・娘の中学校卒業に合わせ移住希望。 

 ・子育て環境が良い。 

・放課後学童クラブに入れない。 
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３．ツアー参加者のアンケート結果 

  ◎ツアーを知ったきっかけ 

   ・母子会からのチラシ・メルマガが最も多い。（5／9 件） 

◎ツアー参加にあたり一番興味を持ったこと 

 ・小学校の教育環境が良かった。 

◎ツアーに参加して良かったこと 

 ・小学校、児童館を見学できたこと。 

◎ツアーに参加して不満だったこと 

   ・限られた時間の中での見学で、もっと村内をゆっくり見たかった。 

 ・村営住宅と保育園を見学したかった。 

 ・メディアが多くて少し疲れた。メディア抜きでゆっくり参加したい。 

  ◎事前に欲しかった情報 

   ・車社会なので車にかかる費用の額。 

   ・車以外の交通手段について。（バスの時刻表など） 

   ・村のイベントについて、準備等住民の参加状況。 

◎これから欲しい情報 

   ・住宅について。 

・学校、保育園の様子。 

   ・病院について。 

   ・仕事（平日昼のみ）について。（夜間ひとりで置いていきたくない） 

   ・受験など高校について。 

   ・習い事について。 

◎ツアーに参加して青木村(長野県)への移住についてどう考えているか 

   ・小学校、児童館がとても良かった。 

・子どもが良ければ早い時期に移住したい。 

・移住したいが、引っ越し費用等資金面が問題。 

・デメリット部分が見えず、検討材料が少なかった。 

   ・本格的に移住したい。 
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   ・季節を変えて何度か訪れ、具体的な準備をしていきたい。 

   ・子どもの中学卒業、高校進学を機に考えたい。 

   ・知らない土地へ引っ越して生活することが心配、今の生活に余裕がなければ

難しい。 

◎その他ツアーに参加した感想、今後必要となる支援内容 

   ・子どもの放課後の対応をお願いしたい。 

   ・金銭的なものは必要。 

   ・引越し費用の支援。 

   ・メリットは実際に見ることができたが、デメリットの面を知りたい。 

   ・精神的サポートを積極的にしていただけるとありがたい。 

   ・ひとり親支援を明確に。（他県は色々あった） 

   ・一番は住む場所があること。 

 

４．就職の内定状況等（9月 1日現在） 

①村内福祉施設で採用内定。（介護福祉士・ヘルパー２級の資格・経験あり） 

②役場で保育士の採用について両者協議中。（保育士の資格・経験あり） 

③村内工場 2 名採用しても良い。 

④村外福祉施設 1 名採用しても良い。 

 

５．青木村からの提案 

  ・お試し移住――→親・子供・企業・行政参画のお試し移住（短期間） 

  ・企業と行政が東京へ出向き、移住希望者を面接して、合意のできそうな人のみ

ツアーに参加していただく。 

  ・新たに発生する村への（財政的）行政需要の検証。 

  ・仕事の資格・経験と具体的な職種で働く意欲のある人を優先する。 

 

６．青木村の結論 

   今後もこの企画を積極的に取り入れて行きたい。 









 


